
第１号様式（第８条関係）

【記入例】

年　　　月　　　日

　（宛先）弥富市長

申請者 住所 弥富市前ケ須町野方802-20

氏名 弥　富　　太　郎

電話番号

　 　　　　　　◎

土 地 所 有 者 住所 弥富市前ケ須町南本田335

氏名 弥　富　　一　郎

電話番号 0567-67-4011

建 物 所 有 者 住所

氏名

電話番号

※境界等の目印から公共汚水ますまでの距離を

土地所在地で該当するものに○印又は記入をしてください。 記入してください。

（種別） 1　住宅  2　アパート、マンション  3　事務所

 4　店舗  5　店舗付き住宅  6　工場 １　くみ取り

 7　倉庫  8　その他（　　　　　　　　　　　　　） ２　浄化槽

３　公共下水

種別の欄の４～８に○印の方は、次の欄で該当するものに○印又は記入をしてください。 ４　その他（　　　　　　　）

（業種） 1　製版業  2  化学工業  3  金属製品製造業 １　上水

 4　鉄鋼業  5  繊維工業  6  食品製造業 ２　井戸

 7　飲食業  8　洗濯業  9  土石製品製造業 ３　上水と井戸の併用

10　窯業 11　メッキ業 12  自動車整備業 ４　その他（　　　　　　　）

13  学校 14　写真現像業 15  機械器具製造業

16　病院 17　ガソリンスタンド 18  パルプ紙製造業 ※記入に際しては、裏面の記入上の注意事項をよくお読みになってください。　　　　　

19　なめし皮、毛皮製造業 20  その他（　　　　　　　　　　　　　　　） ※申請者の事由による公共ます設置後の移設に要する費用は、申請者の負担となります。

家屋

現在使用水源
浄化槽

● 既設公共ます

◎ 公共ます申請箇所

理　由

　上記の土地について、弥富市公共ます設置等に関する要綱に基づき、申請者が使用する公共
　ます等を（設置・増設・移設・撤去）することに対して、異議なく承諾します。

現況トイレ
形態凡　　　例

宅地境界線

方 位 見取り図

公共ます設置等申請書

　弥富市公共ます設置等に関する要綱に基づき、公共ますの（設置・増設・移設・撤去）につ
いて、以下のとおり申請します。

設置場所
　弥富市　前ケ須町野方802-20

◎申請者と土地所有者や建物所有者が異なるときは承諾を得てください。
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記 入 例
実際に記入された日を
記入してください

公共ますを設置する土地の住所を
記入してください

記入不要です

申請者と
公共ますを設置する土地の所有者又は
建物の所有者が違う場合に記入して
ください

申請者の住所・氏名・連絡先を
記入してください
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令和

公共ます

※門柱などの目印から公共ますまで
の距離を記入してください



申請書の記入上の注意事項

１．所定の欄に申請者の住所・氏名・連絡先を記入してください。

２．公共ますの（設置・増設・移設・撤去）の該当する申請について○で囲んでください。

３．申請者と土地所有者や建物管理者が異なる場合は必ず承諾を得ていただき、所定の欄に

　　住所・氏名・連絡先を記入してください。

４．増設・移設・撤去の申請の場合は、その理由を所定の欄に記入してください。

５．見取り図の記入について

　①道路、排水路、宅地境界、家屋の形態を記入してください。

　②設置の申請の場合は現況の浄化槽の位置（　　）、増設・移設の申請の場合は現況の公

　共ますの位置（●）を記入してください。

　③設置・増設・移設又は撤去の申請をする公共ますの位置（◎）を民地内の官民界（道路

　と民地の境界）から１ｍ以内のところで記入してください。

　④隣地との境界、又は電柱や塀などの目印となるものから公共ますまでの距離を記入して

　ください。

６．公共ます及び取付管を設置する位置は、支障物件がない場所を選定してください。

７．公共ますの設置個数は、必要最小限としてください（原則として１敷地につき１箇所で

　す。２箇所以上申請された場合、設置が認められないことや申請者の費用負担にて施工し

　ていただくことがあります。）。

８．公共ますは市で管理しますが、供用開始後においては、使用者の方で日常的な清掃をお

　願いします。なお、設置後の維持管理を適切に行うため、必要な場合の関係者の立入りに

　ついては、御理解をお願いします。

　弥富市の下水道は、汚水と雨水を別々の管で排除します。

　汚水（台所、浴室、便所等の排水）は、下水処理場（日光川下流浄化センター）で清浄

な水に処理されます。また、雨水は今までどおり側溝や水路を経て、河川等に放流されま

す。したがって、各自で施工していただく宅内の排水設備は、汚水と雨水を分離した配管

で行っていただくことになりますのでご留意ください。

浄


